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現行システムの概要 

1. 三重県電子調達システム（公共調達・物件調達） 

以下にそれぞれの概要を整理するとともに、図 1、2に各サブシステムの関係について

示す。 

 

(1) サブシステム 

三重県電子調達システム（公共調達・物件調達）は、「電子入札システム（公共調達）」、

「電子入札システム（物件調達）」「入札情報サービスシステム」のサブシステムで構成

される。 

 

1) 電子入札システム（公共調達） 

工事、委託に関する入開札及び入札に関わる通知等の各種手続きを電子的に実現す

るものである。 

現行システムは、一般財団法人日本建設情報総合センターと一般財団法人港湾空港

建設技術サービスセンターが開発した「電子入札コアシステム」をカスタマイズした

ものである。 

 

2) 電子入札システム（物件調達） 

物品・役務に関する入開札及び入札に関わる通知等の各種手続きを電子的に実現す

るものである。 

現行システムは、サービス提供事業者が提供する物品見積システム、及び一般財団

法人日本建設情報総合センターと一般財団法人港湾空港建設技術サービスセンター

が開発した「電子入札コアシステム」をカスタマイズしたものである。 

 

3) 入札情報サービスシステム 

工事、委託、物品・役務に関する入札関連情報の受注者及び県民への公開を電子的

に実現するものである。 

 
図 1 三重県電子調達システム（公共調達） システム構成概念図 
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図 2 三重県電子調達システム（物件調達） システム構成概念図 

 

(2) 連携システムの概要 

【連携対象システム】 

 公共事業進行管理システム 

 電子国土 web 

 総合評価方式審査集計システム 

 財務会計システム 

 

1) 公共工事進行管理システム 

進行管理システムは、三重県電子調達システム（公共調達）とデータ連携し、案件

公告情報、制限価格情報、指名・非指名情報、業者情報、入札結果情報等を提供して

いる。 

 

① 連携手段 

連携手段として、進行管理システムのインタフェースサーバを通じて HTTPS 通

信によるデータ連携を行っている。連携データの形式は、ZIP（暗号化）形式であ

る。 

 

② 連携時間 

連携のタイミングとして、進行管理システムから電子入札システムへの連携は、

5 分間隔（⑧業者連携以外）、又は 60 分間隔（⑧業者連携）で行い、進行管理シ

ステムから入札情報サービスシステムへの連携は、5分間隔で行っている。 
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図 3 公共工事進行管理システムとの連携内容 

 

2) 電子国土Web 

入札情報サービスシステムから電子国土 webに対して、履行場所等の位置情報の連

携を 

行っている。 

 

① 連携手段 

入札情報サービスシステムより電子国土 webのサイトへＵＲＬ形式で参照してい

る。 

 

② 連携時間 

連携のタイミングとしては、随時（参照タイミング）で連携を行っている。 

  

図 4 電子国土 webとの連携内容 
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4) 財務会計システム 

財務会計システムは、三重県電子調達システム（物件調達）とデータ連携し、業者

情報、単契物品発注情報、落札結果情報、品目落札情報等をやり取りしている。 

 

① 連携手段 

連携手段として、財務会計システムの連携サーバを通じて HTTPS 通信によるデー

タ 

連携を行っている。連携データの形式は CSV形式である。 

 

② 連携時間 

連携のタイミングとして、財務会計システムと三重県電子調達システム（物件調

達） 

との連携は、15分間隔（業者情報以外）、又は 1日間隔（業者情報）で行っている。 

 

 

図 6 財務会計システムとの連携内容 
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2. 全体概要整理 

三重県電子調達システム（公共調達・物件調達）の全体概要を図 8及び表１に示す。 

 

 
 

 

図 8 全体概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






